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　佐倉市は緑が多く，自然環境にきわめて恵まれているところです。しかし，本市は

首都50km圏内に位置しているため社会経済的な発展をもたらした反面，急激な都市

化をみて，緑をとりまく自然環境を少しずつむしばんできております。

　本市は，この広く残されている緑地，かずかずの史跡を次代にむかって恒久的に保

存し，調和のとれた生活環境をきずくため積極的に努力しております。

　この調査は，かけがえのない緑：豊かなふるさとを守り育て「グリーンシティ佐倉」

の名に恥じない，一歩前進した都布整備の基礎資料とするため，佐倉市全域にわたり

植物の生態を多目的に調査したものです。

　調査は，横浜国立大学環境科学研究センター宮脇　昭教授に依頼したもので専門的

視野からの貴重な研究，調査資料は広く市民の方々にご利用いただきたいと考えてお

ります。

　　　　　　　昭和52年3月

佐倉市長菊間健夫
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ま　え　が　き

　首都圏に象徴されるような大都市圏における，いわゆる衛星都布は，その中心部である東京，

横浜，千葉などの東京湾ぞい中核都市の直接，間接の様々な影響の波及圏内にあった。したがっ

て，しばしばベッドタウン，交通施設，工場群などの一面的，個別的機能を過重に負担させられ

てきた。その際，それらの地区や市域の自然の許容限界や生態系のバランスを損うほどの局地的

過開発や，交通・産業廃棄物の排出などによって自然破壊や，いわゆる公害問題まで起してきた。

　市畏の生存環境，快適な生活環境の持続的な保証をすべての市の行政の基本課題とされること

からの新しい首都圏内の各周辺都市は，まずそれぞれの市が市域の地形，自然環境，産業，都市，

交通の各分野での発展の潜在能力を総合的に把握する。さらに，その市域固有の自然環境を十分

に保全しながら，それぞれの地域内における市民の持続的な生存環境，より将来えの文化的発展

の可能性を残し，保証する。その許容範囲の枠内での箔の発展，市民と都市，産業，交通施設づ

くりなどとのバランスを保つように配慮される必要がある。

　各市が，それぞれ独立した生物共同体ないしは生態系としてのバランスを保ちながら，さらに

周辺市域や首都圏全体としての総合的な機能や役割を果すべきである。

灘

繋1霧難
Abb，1　佐倉市における農村の一般的な景観（飯野）

　　　Agrar．Landschaft　der　Stadt　Sakura（1孟no）
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Abb．2印旛沼の一部とそれをとりまく低地の概観（騒騒宿舎湖畔荘より）

　　　Ein　Teil　des　Inbanuma・Sees　mit　vorgelagerter　Alluvia1，Niederung

　第2次大戦後の我が国の急速な経済的高度成長を支えてきたのは，首都圏では主に東京湾ぞい

であった。逆に大気水質汚染をはじめとする公害，自然破壊，環境汚染の様々な問題も東京湾

ぞいにもっとも深刻に生じている。

　反面，千葉県佐倉市に代表されるような，海岸線からわずかに離れた内陸部では，最：近まで石

油化学工業をはじめとする各種新産業立地化は少ない。しかし，大規模住宅団地の開発，道路そ

の他の交通施設づくりは急速に進んでいる。とくに佐倉市のように全市域が比較的なだらかで，

印旛沼のような豊富な水源を有する地域では，さらに大規模な開発が行おれる可能性がある。

　最近までの我が国各地の新産業立地や急速に成長した大都市のように新技術と莫大な経済資本

が集中的に投下されているところほど，いわゆる都議砂漠化をもたらした。この今までの開発や

産業成長至上主義による環境破壊を再び冒さないためには，まず人間の本質的共存者である植物

群落の調査，研究を通して生命集団の側からの全市域の自然の実体や植生の診断が必要である。

　同時に人間が自然を利用することは，必然的に自然の多様性，動物，植物，微生物群も含めた

多彩な生物社会の画一化，貧化を強要する。したがって，生きた構築材料一植生一を利用して積

極的に緑豊かな市民の持続的々生存環境の創造を前提とした市の将来計画がたてられなければな

らない。
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鐸細事慧
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為蕨謄葛繕妻義嚢．羅嚢萎議羅一1一

Abb．3　印旛1沼における漁業風景

　Flschfang　lm　Inba且u皿a．See

　従来の叢生物的材料にかたよった画一的な都市，産業・交通施設づくりから，生きた構築材料

を間違いなく使いこんだ自然の多様性，生物社会の多彩性の創造，保証を基礎とした都市づくり

には，まず生物社会，植物群落の構成と，その配分，立地条件や人為的干渉とのかかわりあいに

ついて正しい知見と具体的な資料を整えておかないかぎり成功しない。

　1975年春から1976年春にかけて千葉県佐倉市菊間健夫市長の依頼によって，佐倉市全域の現地

踏査による植生調査と植生図の作製が行われた。

　千葉県北部のほぼ中央に位置し，首都圏中心部から50km以内にある佐倉市は，印旛沼の南方

に展開する低地とそれを囲む台地からなっている。すなわち，洪積台地と印旛沼に注ぐ小河川ぞ

いの沖積地と両者の間の斜面，傾斜地とからなり立っている（Abb　l，2，3）。

　かつての城下町から，成田街道の宿場として，さらに軍議から東京，千葉，船橋に通勤するベ

ッドタウンとしての様相を示している佐倉布は，今日なお比較的豊かな自然や半自然植生が維持

され，日本人の郷圭の景観が残されている。現在人口8万人余を有する佐倉市が，将来，間違い

少くさらに発展するためには，今まで残されてきた斜面，水辺の郷1の森や自然植生を残しなが

ら，潜在自然植生の許容能力に応じた都市づくりが行われるべきである。その生態学的，植物社

会学的な基礎資料，基礎図として作製された木報や現存植生図，潜在自然植生図，自然度図が十
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　Abb　4　成田市と首都を結ぶ高速道絡（東関東自動車道）は佐倉市を南西か

　　　　　ら東北に離断している（荒立橋）

　Dle　Autobahn（Hlgash1．Klanto．L魚1e）welche　dle　Stadt　Nanta　und　Tokyo

verblndet，　schneldet　dle　Stadt　Sakura　von　SW　nach　NO　（Aratate　Brucke）

分市当局ならびにすべての市民の皆様に理解，利用されるように望みたい。また日本各地の地方

公共団体で新しい時代の都市謝画，地域計画，環境保全謝画に先行して，生態学的な緑の診断図

と植物社会学的な環境保全謝画の基礎研究のあり方の実例として検討されるように期待したい

（Abb　4）。

　ここに，木調査を行うに陰り，当初から恵欲的に種々郷教示，御援助いただいた菊間健夫佐倉

衛長に厚く御礼申し上げたい。岡時に御援助，御声援いただいている福山昭経済部長，伊藤和夫

次長に感謝したい。また度々の現地調査に際して，雨の日も風の日も積極的に御協力，御難難い

ただいた花と緑の課の井原英俊課長補佐，同課の大木紀男氏，松丸勝則氏，寺木啓治氏をはじめ，

直接，間接御支援，御援助いただいた皆様に対して，その御好意に厚く謝意を表したい。現地調

査では上野蔭子氏，横浜国立大学環境科学研究センター佐々木寧氏，木村雅史氏，明治大学山口

文男氏に御協力いただいた。さらに，印旛沼の水生植物調査に際しては佐倉中学校教頭笠井貞夫

氏のお肚話になった。写真は鱗木莫愁子，莱莉子氏に御協力いただいた。記して謝意を表します。


